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増大した｡第 1近接に1個又は,2個のマンガンを見る鉄の内部磁場は,純鉄の示す内部磁場

よ り,各々7%, 14%減少するが,その大きさはマンガン濃度に依存 しない｡

Fe-Mn-C 3元合金では,マンガンの内部磁場分布はFe-Mn2元合金とは大きく異な り,

180MHzから310MHzまでの広い範囲に複数のサテライ トが存在する｡ これは炭素原子に

より,マンガン核位置での内部磁場が変化したためで,最大で主共鳴線の示す内部磁場より

25% も増大する｡ マルテンサイ ト中の炭素位置は,四面体相子閉位置 (Tサイ ト)と八面体

格子間位置 (0サイ ト)とを,ほぼ 1対 1の割合で占め,室温時効により,Tサイ トの炭素は

減少 し,0サイ トの炭素は増加する｡これより,炭素原子間の相互作用は強 く,室温でも0サ

イ トの炭素による規則配列が生 じることがわかった｡

25.K2Ba(NO2)｡の凍結された無秩序状態

の秩序化過程

米 川 友 弘

本研究の目的はK2Ba(NO2)4を用いて誘電体における無秩序相の凍結と,その秩序化過程

を時分割X線回折法により研究することである｡K2Ba(NO2)4はNO2基 の配向に関して無■

秩序相一部分秩序相一完全秩序相と逐次相転移することが最近わかってきた｡磁性休における

三角相子のCsCoC13 の相転移との類推から誘電体で flustrationのある系として注目を浴び

ている｡ 山田 ･原田により提唱されたモデルによればNO2基の配向をpseudospinとして取

り扱い近接相互作用を導入すると, flustrationの系として部分秩序相がうまく説明でき,さ

らに部分秩序相にお いて相互作用エネルギーを計算すると逆格子空間でM′-Xの相互作用エネ

ルギーが一番低 く,しかもこのb*軸上ではエネルギー的に縮退していることがわかった｡これ

は実空間で見ると, b面内での秩序化が起こってもb面間の秩序パ ターンが決まらないという

ことに対応してお り,本質的に相転移は二次元的であると思われる｡ 一方,二次元磁性捧

Rb2Col_xMgxF｡において,池田は急冷によりC面間でのスピン配列の秩序が無秩序のまま

に凍結できることを示し,あわせて秩序化過程の研究を行なった｡我々はこの実験との類推か

らK2Ba(NO2)4においても急冷によってb面間の秩序が無秩序のまま凍結可能であると予想

し実験を行なった｡

急冷方法として窒素ガスの吹きつけによる測定温度 (Tf)-の急冷と,液休窒素をふ りかけ
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て一度 77KにしてからTf-昇温する二通 りの方法を用いた｡ 測定には時分割X線回折装置

(DSA)を使用し,一次元カウンター (PSPC)が(1/2,-1/2,5/2)から(1/2,+1/2,

5/2)までの(1/2,E,5/2)上のプロファイルを同時に測定できるように実験での配置を工

夫した｡急冷した場合,徐冷 した場合, ともに (1ノ2,±1/2,5/2)Bragg反射の α*方向の

ピーク巾は分解能と一致しているが,急冷した場合の散乱プロファイルはb*方向に異常に広

がった巾の広いBraggピークとなること,特に液体窒素で急冷した際 77Kでは散乱強度がな

くNO2基の配向の無秩序状態は完全に凍結できることがわかった｡ 窒素ガスによる急冷法及

び液体窒素による急冷法で共にTfに達 した後,PSPCで測定された (1/2,E,5/2)の散

乱プロファイルは巾の広い (1ノ2,±1/2,5ノ2)反射から時間とともに鋭いピーク - と成長

していくことが実験的に見つかり,この時間発展に特徴的な時間として ピーク強度が飽和値の

半分になる時間 Tl/2を求めると,Tl/2はTfが低温になるほど長 くな り,柏転移点 (T2)と

Tfとの差 ATに比例することがわかったo半値巾の時間発展に関しては,得 られた全てのプ

ロファイルをsquaredLorentzian に近似して求めた結果,半値巾Tは全ての Tfで時間 tに

対 して,Il∝｢ 1/4が成立するo また, ピーク強度の時間発展の様子は,時間をTl/2 でス

ケールすることによって調べると,全てのTfにおいて,同じ曲線にのることがわかったので

この秩序化過程は普遍的関数で表わされ,いわゆるスケール則が成 り立っていると思われる｡

26.超低周波領域における磁気的揺動の観測

- グラファイ ト層間化合物 を中心 にして-

米 沢 岳 志

転移温度に近づくにつれて強磁性体などではSpin間の相関距離が無限に伸び, それに応じ

て磁化の揺 らぎが成長しその相関時間も限 り無 く長 くなる｡このような遅い揺 らぎを観測する

手段 として我々はSQUID素子とコンピュータを組み合わせた超低周波交流帯磁率測定装置を

用いて 10q3-10Hzのごく弱い交流磁場 (20-40ミリOe)に対する交流帯磁率

x･(a))- X'(a))- ix''(a)

を測定している｡ この装置を用いてグラファイ ト層間化合物 (MCl2-GICIM:Ni,Co,Mn)

やス ピングラス ((TIo.9Vo.1)203) などのランダム系,フラス トレー ト系の磁性体の交流帯
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